
先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

　

秋
田
県
北
部
を
代
表
す
る
進
学
校
で
あ
る
県
立
能

代
高
校
は
、学
校
運
営
や
指
導
方
法
を
根
本
か
ら
見
直

し
、昨
年
度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入
を
含
め
た
学
校

改
革
を
実
践
し
て
い
る
。そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の「W

ill 

P
roject

」に
は
、「
〜
に
な
り
た
い
」と
い
う
各
自
の
夢
だ

け
で
な
く
、「
自
分
だ
け
で
は
な
い
〜
の
た
め
に
」と
い
う

志（W
ill

）を
育
む
学
校
を
目
指
す
、と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。当
時
教
頭
と
し
て
策
定
に
携
わ
っ
た
現

校
長
の
山
本
達
行
先
生
は
、Will P

roject

誕
生
の
背

景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
の
進
学
実
績
が
年
々
悪
化
す
る
状
況
を
食
い

止
め
よ
う
と
、05
年
度
か
ら
は
進
学
向
上
に
向
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
補
習
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

を
強
化
し
ま
し
た
。そ
の
効
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
る
一
方

で
、い
く
つ
か
の
課
題
も
見
え
て
き
た
の
で
す
。一つ
は
、

生
徒
に
目
的
意
識
や
自
ら
勉
強
す
る
気
持
ち
が
希
薄

で
、従
来
の
よ
う
な
教
師
の
導
き
に
生
徒
が
従
う
だ
け

と
い
う〝
与
え
る
〞指
導
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
。も
う
一つ
は
、難
関
大
学
合
格
者
数
ば

か
り
で
な
く
、社
会
で
本
当
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
に
、も
っ
と
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
。こ
う
し
た
課
題
に
対
処
し
よ
う
と
、議
論

を
重
ね
て
で
き
た
の
がW

ill P
roject

で
す
」

　

W
ill P
roject

は
同
校
の
教
育
活
動
す
べ
て
に
か
か
わ

る
将
来
構
想
で
あ
り
、生
活
習
慣
や
学
習
を
含
む
４
つ

の
指
導
の
柱
が
設
定
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。そ
の
２
つ

目
、進
路
指
導
と
関
連
す
る「
己
を
知
り
、他
を
知
り
、

社
会
を
知
る
こ
と
で
、学
び
の
意
欲
を
高
め
る
」点
に
お

い
て
、〝
与
え
る
〞指
導
か
ら
の
転
換
を
目
指
し
て
、新
た

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」だ
。こ
れ
ま
で
学
年
単
位
で
完

結
し
て
い
た
も
の
を
、３
年
間
一
貫
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

秋
田
・
県
立  

能の

代し

ろ

高こ

う

校こ

う

与
え
る
だ
け
の
指
導
に
限
界
を
感
じ
て
始
め
た

夢
と
志
を
は
ぐ
く
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

取
材
・
文
／
藤
崎
雅
子　

撮
影
／
三
船
博（
ア
キ
タ 

コ
マ
ー
シ
ャ
ル 

ス
タ
ジ
オ
）

受
験
勉
強
の
前
に

目
的
意
識
や
意
欲
の
育
成
を

「自己効力感」の測定

先進校に学ぶ
キャリア教育
の実践

「総合的な学習の時間」
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＞＞School Data
普通科／1925年創立
生徒数／700人（男子380人・女子320人）
進路状況（2007年度実績）／大学 84.6％・
短大 2.1％・専門学校 4.7％・
就職 2.6％・未決定者（その他含む） 6.0％
秋田県能代市字高塙２番地の１
　　0185-54-2230
●文部科学省「高等学校におけるキャリア
　教育の在り方に関する調査研究推進校」

TEL

C A S E 1

O
utline

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
全
体
像

｢

総
合
学
習
」で
社
会
人
講
話
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
践



教頭
青柳市雄先生

再
構
築
し
た（
図
２
）。ま
ず
１
学
年
で
は
自
分
の
夢
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
よ
う
と
、「
社
会
人
講
話
」や「
職
業
研

究
」、「
学
部
学
科
研
究
」な
ど
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

進
路
や
生
き
方
に
触
れ
さ
せ
る
。２
学
年
で
は「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
中
心
と
し
た
体
験
活
動
に
力
を
入

れ
て
お
り
、社
会
に
お
け
る
自
分
の
役
割
を
考
え
さ
せ

る
ね
ら
い
だ
。そ
し
て
３
学
年
は
、２
年
間
の
活
動
を
通

じ
て
見
え
て
き
た
進
路
の
実
現
を
目
指
し
、進
路
別
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
学
習
指
導
が
中
心
と
な
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
充
実
し
て
い
る
の
は
、社
会
と
接

点
の
あ
る
活
動
だ
。例
え
ば
年
５
回
実
施
さ
れ
る
１
学

年
対
象
の「
社
会
人
講
話
」（
図
３
）。講
師
に
は
、身
近

な
保
護
者
、日
本
を
代
表
す
る
企
業
で
活
躍
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
、世
界
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
な
ど
、多
彩
な
社
会

人
が
招
か
れ
る
。一
斉
聴
講
だ
け
で
な
く
、最
終
回
で
は

25
の
希
望
進
路
別
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、生
徒
が

進路指導主事
藤原孝一先生

進路指導部副主任
石井勇悦先生

図1 「Will Project」４つの指導の柱
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司
会
・
運
営
を
担
っ
て
講
師
と
討
議
を
行
う
な
ど
、内
容

に
合
わ
せ
て
実
施
方
法
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」は
２
学
年
全
員
が
参
加
す
る
大

規
模
な
も
の（
図
４
）。実
習
先
は
、生
徒
の
上
級
学
校

卒
業
後
の
希
望
職
種
を
も
と
に
60
カ
所
以
上
。ア
ル
バ

イ
ト
程
度
の
仕
事
体
験
で
は
な
く
、希
望
す
る
職
種
の

現
場
を
知
る
こ
と
を
目
指
し
、近
隣
に
生
徒
の
希
望
に

沿
う
職
場
が
な
い
場
合
は
東
京
の
事
業
所
も
手
配
す

る
。実
習
は
夏
休
み
の
３
日
間
だ
が
、事
前
・
事
後
指
導

も
含
め
る
と
半
年
間
近
く
取
り
組
む
。特
に
実
習
先
の

（Ⅰ） 基本的生活習慣を確立する
 スクールマナー集会、体験活動の事前指導をはじめ、全ての教育
 活動の中で規範意識を高める

（Ⅱ） 己を知り、他を知り、社会を知ることで、
　  学びの意欲を高める
　　「総合的な学習の時間」を用いて「学びの意欲を高める」取り組み
 を行う（図２参照）

（Ⅲ） 学習指導の改善 
 カリキュラムの改訂、日課表の見直し、朝学習・土曜学習・AO入試
 対策等の効果的実施、授業改善研修等

（Ⅳ）文武両道の堅持 
 部活動の奨励・活性化と同時に学習時間の確保、教科外能力の
 評価等

図2 「総合的な学習の時間」の主な内容（2008年度）

１年 2年 3年

テーマ 探究活動をとおして社会を知り、
自分の夢について考える

体験活動をとおして自分を知り、
社会での役割を考える

進路別探求活動をとおして、
進路目標に関する研究を深める

4月

スクールマナー集会/進路希望調査Ⅰ

Will Project の説明会

社会人講話①事前指導 インターンシップ事前指導① 小論文指導①

社会人講話①（保護者） インターンシップ事前指導②

職業研究① 教育実習生講話

職業研究②講話（リクルート） 進路指導資料の説明会 進路指導資料の説明会

社会人講話②進路講演会（本校ＯＢ：気象予報士 渡辺博栄氏）

職業研究③ インターンシップ事前指導③講話（意義） 小論文指導②

職業研究④ クラス発表会 インターンシップ事前指導④
インターンシップ事前指導⑤講話（マナー） 学年活動

インターンシップ出発式／インターンシップ（３日間）
インターンシップ事後指導
オープンキャンパス（東北大）

オープンキャンパス（各自）

学部学科研究会① インターンシップ発表会 クラス毎 進路講話

インターンシップ発表会・見学
社会人講話③（起業家）

インターンシップ発表会 １・２年合同
オープンキャンパス 説明会

大学研究①

進路別学習①
進路別学習②

学部学科研究②
学部学科研究③講話（リクルート）

進路希望調査Ⅱ／社会人講話④（大手企業）
学部学科研究④／学部学科説明会（教授他）

オープンキャンパス（弘前大）

進路講話 
大学研究②／進路希望調査Ⅱ
大学研究③／大学研究④
オープンキャンパス（弘前大）

進路別学習③
進路別学習④／進路希望調査Ⅱ

進路別学習⑤／進路別学習⑥／進路別学習⑦

ライフプラン作成説明会
社会人講話⑤（職業別） 出前講座／ライフプラン作成説明会 進路別学習⑧／進路別学習⑨

ライフプラン作成指導①
ライフプラン作成指導②

ライフプラン作成指導①
ライフプラン作成指導② 進路別学習⑩／進路別学習⑪／進路別学習⑫

ライフプラン作成 ライフプラン作成

休み明けテスト
ライフプラン発表原稿作成／進路希望調査Ⅲ

ライフプラン発表会

休み明けテスト
ライフプラン発表原稿作成／進路希望調査Ⅲ

ライフプラン発表会
進路別学習⑬／進路別学習⑭／進路別学習⑮

１年間のまとめ（アンケート） １年間のまとめ（アンケート）／大学研究⑤

合格体験講話（一般受験） 合格体験講話（一般受験）

5月

6月

7月

夏休み

8月

9月

10月

11月

12月

1月

冬休み

2月

3月

校長
山本達行先生



先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

決
定
は
、進
路
希
望
調
査
と
絡
め
、担
任
と
の
面
談
を

通
じ
て
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　

３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、教
頭
の
青
柳
市
雄

先
生
は
語
る
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
が
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
、効
果
的
な
実
施
形
態
や
順
序
を
考
え
、事
前
・

事
後
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。一
連
の
流
れ
に

よ
っ
て
、『
大
学
に
受
か
る
た
め
』だ
っ
た
勉
強
に
、『
夢
や

志
の
た
め
』と
い
う
目
標
を
持
っ
て
の
ぞ
む
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　

学
科
再
編
や
学
校
統
合
な
ど
の
強
制
力
が
働
い
た
わ

け
で
は
な
く
、校
内
の
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た
同
校

の
改
革
。す
べ
て
の
教
師
が
最
初
か
ら
改
革
に
前
向
き

で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、ど
の
よ
う
に
全
校
一
丸

で
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

06
年
の
夏
、前
校
長
・
井
上
高
廣
先
生
の
呼
び
掛
け

に
よ
り
、生
徒
の
目
的
意
識
や
学
習
意
欲
な
ど
の
課

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、「
将
来
構
想
委
員
会
」が

立
ち
上
が
っ
た
。委
員
会
は
校
長
、教
頭
、進
路
指
導

部
・
教
務
部
・
総
務
部
の
各
主
任
、各
学
年
代
表
の
11

人
で
組
織
。ど
ん
な
学
校
に
し
て
い
き
た
い
か
、ど
ん

な
生
徒
を
育
て
た
い
か
、そ
れ
に
は
何
を
ど
う
変
え
る

か
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
根
本
か
ら
見
直
し
た
。

　

そ
の
た
め
の
話
し
合
い
は
、委
員
会
だ
け
で
な
く
、教

師
全
員
を
巻
き
込
ん
で
進
め
ら
れ
た
。職
員
会
議
で
の

全
体
協
議
、各
分
掌
で
の
個
別
課
題
の
検
討
の
ほ
か
、

全
教
員
参
加
の
グ
ル
ー
プ・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
２
回
実

施
。年
長
者
に
遠
慮
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
年
代
別
に

７
〜
８
人
の
小
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、「
時
間
割
を
ど
う

し
た
ら
い
い
か
」「
朝
学
習
を
続
け
る
べ
き
か
」な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
本
音
で
議
論
し
た
。委
員
を
務
め

た
藤
原
孝
一
先
生
は
、そ
の
効
用
に
つ
い
て
話
す
。

　
「
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、以
前
か

ら
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、改
め
て
意
義
を
確

認
で
き
ま
し
た
。『
毎
年
や
っ
て
い
る
か
ら
』で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
こ
と
だ
か
ら
、納
得
し

て
取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、生
徒
会
と
の
意
見
交
換
、保
護
者
や
同
窓

会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
実
施
。こ
れ
ら
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、教
師
と
生
徒
が
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、保
護
者
や
同
窓

会
が
社
会
人
講
話
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
で
協
力

す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
９
カ
月
間
の
検
討
を
経
て
07
年
度
に

W
ill P
roject

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、細
部
ま
で
前
年
度

中
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。特
に「
総
合
学
習
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、新
た
に
組
織
さ
れ
た「W

ill P
roject

推
進
委
員
会
」が
中
心
と
な
っ
て
走
り
な
が
ら
詳
細
を

決
め
る
よ
う
な
進
行
で
、現
場
の
教
師
が
混
乱
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。そ
ん
な
ギ
ク
シ
ャ
ク
と
し
た
ム
ー

全
教
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

納
得
し
て
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

Close up 

①

立
ち
上
げ
プ
ロ
セ
ス
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図3 社会人講話の内容（2007年度）図4 インターンシップ実習の例（200８年度）
事業所名

能代市立東雲中学校

能代市立図書館

能代山本広域市町村圏組合能代消防署

秋田県立大学木材高度加工研究所

秋田県スポーツ科学センター

宇宙航空研究開発機構能代多目的実験場

国際教養大学

たけくま動物病院

北羽新報社

秋田社会保険病院

日本航空インターナショナル秋田空港所

リリコイラスト工房

大森建設㈱

キョーリン製薬㈱能代工場

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）

体験内容 開催

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

働くということについて考えるきっかけを作るた
め、生徒にとって身近な大人である保護者の講
話を聞く

世界的な視野を持ち、グローバル化に対応でき
る心構えを育てる

身近な職業を希望しがちな生徒にさまざまな職業
があることを知らせるとともに、何のために働くの
かという「志」を考えさせる

世界で活躍する同校卒業生からのメッセージに
より、自分も頑張ればできると感じてもらう

やりがいや使命感、働く意義を深く考えさせ、望ま
しい職業観や人生観の育成を図る（小グループ
に分かれてグループ討議）

保護者12名
（勤務先：旅行会社、電力会社、病院、薬局、JA、
保育園、高校など）

外務省南部アジア部南東アジア第一課事務官
（外務省高校講座）

フォーラム21「梅下村塾」第20期メンバー７名
（勤務先：三井不動産、日本生命、東レ、セコム、
NTT、本田技研工業、電通）

野村資本市場研究所研究部長

生徒の希望職業をベースとした25人
（職種：薬剤師、市役所職員、教員、看護師、エン
ジニア、医師、弁護士、警察官、新聞記者、通
訳、農家、銀行員、政治家など）

ねらい 講師
補充学習、部活指導補助等

カウンター業務、書架整理

訓練、礼式、車両点検等

研究実験の演習

受付業務、体力診断

研究実験の補助

講義傍聴、文献調べ

診察見学、犬舎清掃等

新聞編集作業

各科業務、検査機器取扱

業務説明、体験

イラスト作成演習

現場実習等

製薬業務説明、工場見学等

施設見学、体験

第5回社会人講話は、小グループに分かれて気楽に質問し
やすい雰囲気で行われる。銀行員を囲むグループのようす

薬局でのインターンシップで、生徒は薬剤師から薬の働き
や調合方法について説明を受けることができた



ド
が
、夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
に
一
変
し
た
と
い
う
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
９
割
の
生
徒
が『
体
験

し
て
よ
か
っ
た
』、８
割
の
生
徒
が『
そ
の
後
の
学
校
生
活

へ
の
姿
勢
や
意
欲
が
向
上
し
た
』と
言
い
、生
徒
の
態
度

に
も
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。よ
い
取
り
組
み
だ
と
い
う

実
感
で
、先
生
方
は
一
気
に
前
向
き
に
な
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。雑
談
の
中
で
も
、否
定
的
な
言
葉
で
は
な
く
、

『
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
』な
ど
前
向
き
な
発
言
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」（
藤
原
先
生
）

　

実
践
２
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、毎
月「W

ill Project

だ
よ
り
」を
発
行
し
て
教
師
と
生
徒
に
事
前
に
情
報
提

供
す
る
体
制
も
で
き
、ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
い
る
と
い

う
。担
当
の
石
井
勇
悦
先
生
は
、も
う
一
歩
先
を
見
据
え

て
言
う
。

　
「W

ill P
roject

は
今
よ
う
や
く
立
ち
上
が
っ
た
と
こ

ろ
。今
後
は
、『
総
合
学
習
』の
イ
ベ
ン
ト
時
だ
け
で
な
く

日
常
の
授
業
や
廊
下
で
の
声
掛
け
な
ど
で
も
、み
ん
な
が

『W
ill P
roject

』の
価
値
観
で
生
徒
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

同
校
で
はW

ill P
roject

策
定
に
あ
た
っ
て
い
く
つ

か
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
先
進
校
を
参
考
に
し
た
が
、そ
れ

図5 生徒の自己効力感に基づいた評価シートの一部

生
徒
の
自
己
効
力
感
を
測
定
し

次
年
度
の
改
善
に
生
か
す

Close up 

②

評
価
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設問 以下の項目を行う上での自信の度合いを7段階で自己評価してください。自分にあてはまると思う数字を1～7の選択肢の中から一つ選んで○をつけて下さい。
※みなさんの現状を把握するためのアンケートです。以下の項目について、自信が持てるかどうか、正直な気持ちで回答してください。

■学習について

Q１ 与えられた課題や予習を確実にこなす

非常に
自信がある 自信がある 少し

自信がある
どちら
でもない

あまり
自信がない 自信がない 非常に

自信がない

1 2 3 4 5 6 7

Q2 得意科目と不得意科目のバランスに配慮しながら、
自分で家庭学習の計画をたて、実践する 1 2 3 4 5 6 7

Q3 授業中指名されたら、返事をして起立する 1 2 3 4 5 6 7

Q4 授業中に、自分から手を上げて質問したり考えを述べる 1 2 3 4 5 6 7

Q5 教室で、わからないことを先生に質問する 1 2 3 4 5 6 7

Q6 さまざまな機会をみつけて、わからないことを先生に質問する 1 2 3 4 5 6 7

Q7 指示された事柄を守って、ノートをつくる 1 2 3 4 5 6 7

Q8 自分にとって、もっとも使いやすく、わかりやすいノートを独自につくる 1 2 3 4 5 6 7

Q9 小論文の課題に出題されそうな、話題や出来事に関心を持っている 1 2 3 4 5 6 7

Q10 小論文の構成の基本（用語や考え方）を知っている 1 2 3 4 5 6 7

Q11 志望校の小論文に取り組み、類似する課題に挑戦する 1 2 3 4 5 6 7

■将来・進路について

Q１ 自分の将来の夢や志をもつ 1 2 3 4 5 6 7

Q2 社会の現実を踏まえながら、夢や志を実現する方法をみつける 1 2 3 4 5 6 7

Q3 夢や高い志を、実現させようという強い意志(気概）をもつ 1 2 3 4 5 6 7

Q4 自分の進路について、家族や他の人の話を参考に考える 1 2 3 4 5 6 7

Q5 進路について家族が反対しても、
なぜその進路が自分にとって大切なのかを説明し、話し合える 1 2 3 4 5 6 7

Q6 私立大学や国公立大学の入試の仕組みを知っている 1 2 3 4 5 6 7

Q7 自分の志望するいくつかの大学の入試について、
日程や費用も含めた詳細を知っている 1 2 3 4 5 6 7

Q8 やってみたい仕事を、いくつかあげることができる 1 2 3 4 5 6 7

Q9 自分の興味や適性にあった仕事をイメージする 1 2 3 4 5 6 7

Q10 自分がどのような仕事に一番の興味、適性、能力を持っているか知っている 1 2 3 4 5 6 7

Q11 興味のある分野の仕事について自分の思いつく範囲で調べ、理解する 1 2 3 4 5 6 7



ら
先
進
校
に
は
な
い
独
自
の
し
く
み
も
持
つ
。そ
の
ひ

と
つ
が
、生
徒
の
自
己
効
力
感
に
基
づ
い
た「
評
価

シ
ー
ト
」に
よ
り
活
動
を
評
価
・
改
善
す
る
体
制
だ
。

　
「
表
面
的
な
部
分
だ
け
先
進
校
を
真
似
る
の
で
は

な
く
、教
師
の
意
識
や
組
織
を
含
め
た
変
革
に
よ
り
、

深
い
根
を
生
や
し
た
か
っ
た
」（
藤
原
先
生
）た
め
、同

校
は
昨
年
度
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
専
門
家
の
力
を
借

り
た
。筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
間
総
合
科
学

研
究
科
准
教
授（
当
時
。現
在
は
国
立
教
育
政
策
研

究
所
生
徒
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
総
括
研
究
官
）藤
田

晃
之
氏
と
、リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
で
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
研
究
を
行
う
辰
巳
哲
子
氏
に
、教
員
研
修

の
講
師
や
、プ
ロ
グ
ラ
ム
全
般
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
依

頼
し
て
い
る（
今
年
度
は
辰
巳
氏
の
み
）。

　

そ
の
中
で
提
案
さ
れ
た
の
が
、取
り
組
み
ご
と
の
生

徒
感
想
文
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
内
容
評
価
と
は
別

に
、「
当
初
の
ね
ら
い
は
活
動
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
た

の
か
」と
い
う
観
点
でW
ill P
roject

全
体
を
評
価
す

る
こ
と
だ
。そ
こ
で
、両
氏
の
指
導
の
も
と
で
２
日
間

の
研
修
を
実
施
。「
卒
業
ま
で
に
生
徒
が
ど
の
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
」に
つ
い
て
教

師
が
記
入
し
た
カ
ー
ド
を
使
っ
て
目
標
を
整
理
し
、生

徒
の
自
己
評
価
シ
ー
ト（
図
５
）を
作
成
し
た
。

　
「
我
々
教
師
は
、教
育
の
成
果
は
10
年
後
、20
年
後

に
出
て
く
る
も
の
と
い
う
意
識
が
強
く
、こ
う
し
た
評

価
の
視
点
が
欠
け
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、実
際
に
評

価
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
過
程
で
、在
学
中
に
目
指
す

生
徒
の
状
態
が
明
ら
か
に
な
り
、そ
れ
に
向
け
て
一
歩

先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

で
も
前
進
さ
せ
よ
う
と
意
識
し
て
指
導
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
気
付
き
ま
し
た
」（
青
柳
教
頭
先
生
）

　

で
き
あ
が
っ
た
評
価
シ
ー
ト
は「
学
習
」「
将
来
・
進

路
」「
日
常
生
活
」の
３
つ
の
領
域
に
分
か
れ
、「
与
え

ら
れ
た
課
題
や
予
習
を
確
実
に
こ
な
す
」「
自
分
の
将

来
の
夢
や
志
を
も
つ
」な
ど
全
80
問
の
質
問
に
つ
い

て
、自
信
の
度
合
い
を
生
徒
が
７
段
階
で
回
答
す
る
。

年
１
回
、年
度
末
に
評
価
を
行
い
、そ
の
結
果
デ
ー
タ

は
次
年
度
の
改
善
に
生
か
さ
れ
、生
徒
個
々
の
課
題
に

つ
い
て
も
き
め
細
か
く
対
応
す
る
材
料
と
な
る
。ま

た
、生
徒
も
自
身
の
現
状
を
振
り
返
り
、課
題
の
克
服

を
意
識
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
昨
年
度
末
の
調
査
結
果
で
は
、ス
ト
レ
ス
処
理
へ

の
自
信
の
な
さ
や
、低
学
年
で
小
論
文
に
対
す
る
不

安
が
強
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、今
年
度
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
山
本
校
長
先
生
）

　

２
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、経
年
変
化
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。教
師
に
よ
る
実
感
値
や
生
徒
か
ら
の
意

見
・
要
望
と
と
も
に
、結
果
デ
ー
タ
はW

ill P
roject

の

さ
ら
な
る
進
化
に
活
か
さ
れ
て
い
く
。

　「社会人の話やインターンシップより、もっと勉強に時間をかけたほうが将来のためじゃないかな」。そ
う思って、「Will Project」が始まる前は少し不安でした。でも昨年、実際に取り組んでみて、考えが変わ
りました。きっかけはインターンシップです。母が薬剤師だったので、それまで僕の進路希望は「なんとな
く薬学部」。インターンシップでは薬剤師希望者のグループに入り、薬局・病院・製薬会社の３カ所を1
日ずつ体験しました。そこで医療全般のお話を聞いて、患者と深く関
わる仕事が自分に向いているかもしれないと、医師の仕事にも興味
がわいたのです。それから仕事の中身や憧れの対象を考えるように
なり、本当に進みたい道が見えてきました。Will Projectがなけれ
ば、しっかり進路に向き合うことはなかったかもしれません。3年生の
今は、尊敬する近所の開業医の先生のような医師になることを目標
に、受験勉強を頑張っています。

工藤信宏さん　3学年・生徒会長

「なんとなく薬学部志望」だった僕に目標ができた

I N T E R V I E W

●学校の改革案については全教員でディスカッション。
　年代別グループに分かれて本音を引き出す

●生徒会と連携して、実際に取り組む生徒側の意見をプログラムに反映

●保護者や同窓会からの意見収集や情報提供を行い、
　社会人講話の講師やインターンシップなどでの協力にもつなげる

●先進校の実践内容を単に真似するのではなく、
　組織づくりや全教員への浸透などの土台づくりに手を抜かない

●社会人講話やインターンシップなどは事前・事後指導を充実

●目指す生徒の態度をもとに生徒の自己評価シートを作成し、
　年１回アンケートを実施して次年度の改善に生かす

＞＞能代高校に学ぶ実践ノウハウ
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評価シート作成のための研修では、めざす生徒の状態を書
いたカードを使って、藤田氏と辰巳氏とともに内容を検討した


